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やく
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用
よう

防
ぼう

止
し

読
とく

本
ほん

薬
や く

物
ぶ つ

乱
ら ん

用
よ う

は1回
か い

だけでもダメ。

フラッシュバックとは？

　薬
やく

物
ぶつ

の乱
らん

用
よう

の害
がい

は一
いっ

生
しょう

涯
がい

続
つづ

きます。

　薬
やく

物
ぶつ

の乱
らん

用
よう

でひとたび幻
げん

覚
かく

、妄
もう

想
そう

などの精
せい

神
しん

病
びょう

の症
しょう

状
じょう

が生じると、治
ち

療
りょう

によって表
ひょう

面
めん

上
じょう

は回
かい

復
ふく

してい

るかに見
み

えても、これらの症
しょう

状
じょう

が再
ふたた

び起
お

こりやすい下
した

地
ぢ

が残
のこ

ってしまうのです。

　乱
らん

用
よう

をやめ、普
ふ

通
つう

の生
せい

活
かつ

に戻
もど

ったようでも、ささいなストレスなどにより突
とつ

然
ぜん

、幻
げん

覚
かく

・妄
もう

想
そう

などが再
さい

燃
ねん

することがあります。これをフラッシュバック（自
し

然
ぜん

再
さい

燃
ねん

）現
げん

象
しょう

といいます。また、飲
いん

酒
しゅ

でも再
さい

燃
ねん

する

ことがあります。

フラッシュバックの害
がい

は

一
いっ

生
しょう

続
つづ

くから、

治
ち

療
りょう

しても依
い

存
ぞん

から

抜
ぬ

け出
だ

すことは

できないんじゃ。

先
せん

輩
ぱい

、一
いっ

回
かい

でも

やめたほうが

いいですよ。

　私
わたくし

たちの脳
のう

は、2
は た ち

0歳頃
ごろ

まで成
せい

長
ちょう

するといわれています。とくに、

小
しょう

学
がく

生
せい

、中
ちゅう

学
がく

生
せい

、高
こう

校
こう

生
せい

の時
じ

期
き

は、心
しん

身
しん

ともに急
きゅう

速
そく

に発
はっ

達
たつ

するときで

す。家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

で学
まな

び、家
か

族
ぞく

、先
せん

生
せい

や友
とも

だちと話
はな

し合
あ

うことで、知
ち

識
しき

やものごとの考
かんが

え方
かた

を学
まな

び、自
じ

分
ぶん

らしさを発
はっ

見
けん

していく大
たい

切
せつ

な時
とき

です。

　この時
じ

期
き

に薬
やく

物
ぶつ

を乱
らん

用
よう

すると、脳
のう

や身
しん

体
たい

の成
せい

長
ちょう

がストップし、感
かん

情
じょう

のコントロールができず、意
い

欲
よく

がなくなる、怒
おこ

りっぽくなるなど、心
しん

身
しん

の発
はっ

達
たつ

がそこなわれ、家
か

族
ぞく

や友
とも

だちとのコミュニケーションもでき

なくなってしまいます。そして、健
けん

康
こう

な社
しゃ

会
かい

人
じん

となることができなく

なるのです。結
けつ

論
ろん

は、薬
やく

物
ぶつ

乱
らん

用
よう

は1回
かい

でも「ダメ。ゼッタイ。」です。
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時間の経過 →

薬物の連用
治療

再燃 自然再燃 自然再燃
症状固定

少量
再使用

飲酒
はつ げん

発現 ストレス
（不眠・疲労）

幻覚
被害妄想

症状症状症状

症状の発現・再燃の準備性

先生、もう
キッパリ
やめます！

フラッシュバックフラッシュバック

がんばり
なさいよ。

せん せい


